
第１２回中国社会福祉研究会 研究報告６ 

（2011 年 6 月 25 日 於同志社大学新町キャンパス渓水館 1 階会議室） 

【参考論文】首藤明和「漢人家族の「個人と家族」の再考に向けて」 

(『日中社会学叢書４ 分岐する現代中国家族 個人と家族の再編成』明石書店、2008:40 頁) 

 

「日本の社会保険制度にみる家族の範囲－中国における社会保障への応用可能性を探る」         

鈴木 未来 （新潟医療福祉大学社会福祉学部）※特定社会保険労務士 

 ブログ「はかせ社労士 ぼちぼちお仕事中！」http://blog.goo.ne.jp/sr2009/ 

１．問題関心 

昨今の社会保障政策におけるキーワード：「共助」 

・2010 年度版『厚生労働白書』 

「国民が相互に連帯して支え合うことによって安心した生活を保障することが「共助」であり…」 

・厚生労働省報告書(2011.5.12)「社会保障制度改革の方向性と具体策－「世代間公平」と

「共助」を柱とする持続可能性の高い社会保障制度―」 

⇔他方で家族の支えあいとして進展してきた経緯アリ 「老親扶養三世代家族」～自助？ 

家族の支えあいの広がりを、「公」助たる制度はどのように受け止めてきたのであろうか 

⇒中国における家族の範囲との親和性～社会保険（保障）制度への応用可能性 

 

２．日本の社会保険制度にみる家族の範囲 

１）公的年金における配偶者性 

・内縁関係を広く認めてきた経緯： 

「工場法」（1926）→「労働者年金保険法」(1941)→「労働者災害補償保険法」(1947) 

・“重婚的内縁関係”を認める動き： 

「厚生年金保険法」において(1980)～保険料労使折半 

「労災保険法」において(1998)～保険料使用者全額負担 

・“近親婚にあたる内縁関係”を認める動き：最高裁平成 19年 3月 8日第一小法廷判決 

⇔内縁関係を認めない法律「恩給法」※失権事由「婚姻ニ因リ其ノ氏ヲ改メルトキ」（実体的）←1953 年(戦後)の改正 

２）健康保険にみるきょうだい（被扶養者）の範囲 

法第 3条第 7項：「主として生計維持」（実態）されている「被保険者の直系尊属、配偶者、子、孫及び弟妹」 

        ほかに 「同一世帯」（実体）＋三親等、内縁関係 

だったが…「被用者年金制度の一元化を図るための厚生年金保険等の一部を改正する法律案」

において「兄姉」を加える案（第 171 回国会で審議未了により廃案） 

・総務省行政評価局によるあっせんの経緯： 

重度の知的障害をもつ兄の扶養に健康保険を用いることをもとめる行政相談から 

「家族構成の変化、家族関係・家族機能の多様化、家督相続意識の希薄化」←実態として 

 

３．家族の範囲と共助―中国社会における社会保険の位置づけ 

公が形づくる実体としての共助 ／ 家族生活が創りだす実態としての共助 

両者は対立、というよりは実態が実体を創る側面も 

中国の「老年人権益保障法」(1996)第十条：家族（特に子ども）の扶養義務  

～費考通のいうところの＜世代参差＞（世代交代と親族継承が必ずしも一致しない）※＜差序格局＞モデル：関係的かつ実践的 

⇒「保障法」の改正案：親族による面会＋地域社会のサポート 自助の強化と共助（公助の裏づけナシ） 

他方で社会保険制度は基本的に個人単位 ×被扶養者 その意義：アメリカ流の制度か？ 

自助＋公助が共助のかたち～折衷案？ ※＜家族＞－＜房＞モデル(陳其南)：関係的かつ規範的 


